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Ⓒよい食Ｐ

謹賀新年



　

皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
２
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
世
界
中
を
震
撼
さ

せ
ま
し
た
。
自
国
が
戦
地
と
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々
の
心
労
は
如
何
ば
か
り
か

と
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
に
目
を
向
け
る
と
、
昨
年
３
月
以
降
外
国
為
替
市
場
で
円
安
・
ド
ル
高
が
急

激
に
進
み
、
10
月
に
は
32
年
振
り
と
な
る
１
ド
ル
１
５
０
円
の
円
安
水
準
を
更
新
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
世
界
情
勢
の
急
激
な
変
化
は
、
日
本
国
内
に
影
響
を
与
え
、

肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
は
農
業
経
営
を
圧
迫
し
、
食
料
品
な
ど
の
値
上
が
り

は
家
計
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
国
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
も

の
の
、
第
８
波
の
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
精
米
の
販
売
に
力
を

入
れ
一
昨
年
始
動
し
た
精
米
プ
ラ
ン
ト
を
フ
ル
稼
働
し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
９
月
に
Ｊ
Ａ
が

１
０
０
㌫
出
資
す
る
「
株
式
会
社
ほ
く
さ
い
グ
リ
ー
ン
ア
グ
リ
」
を
設
立
い
た
し
ま

し
た
。
遊
休
農
地
の
受
け
皿
と
し
て
、
水
田
経
営
の
ほ
か
、
麦
の
作
付
け
、
野
菜
の

生
産
、
新
規
就
農
の
研
修
な
ど
幅
広
く
農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
は
、
農
業
経
営
者
や
組
合
員
子
弟
の
次
世
代
対
策
支
援
と
し
て
、
婚
活
イ
ベ

ン
ト
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
支
店
再
編
も
大
詰
め
を
迎
え
、
行
田
中
央
支
店
、
行
田
中
部
支
店
、
加

須
中
央
支
店
、
騎
西
中
央
支
店
４
店
舗
が
新
し
い
店
舗
と
な
り
、
羽
生
中
央
支
店
も

本
店
１
階
に
移
転
後
、
開
店
致
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
出
向
く
体
制
」
の

構
築
と
強
化
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
、
信
頼
い
た
だ
け
る
Ｊ

Ａ
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で

　　　新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　

大
　
塚
　
　
　
宏

❷



11
月
28
日
の
主
な
議
案

①
上
半
期
監
事
監
査
意
見
書
の
報

告
に
つ
い
て

②
定
款
の
一
部
変
更
に
と
も
な
う

従
た
る
事
務
所
の
統
廃
合
に
つ

い
て

③
第
27
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

④
役
員
改
選
手
続
き
に
つ
い
て

⑤
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
の
作
成
に
つ
い
て

⑥
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更

に
つ
い
て 

⑦
お
客
さ
ま
本
位
の
業
務
運
営
に

関
す
る
取
り
組
み
方
針
の
全
部

変
更
に
つ
い
て

⑧
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金
及

び
育
苗
セ
ン
タ
ー
苗
代
金
の
改

定
に
つ
い
て

⑨
職
員
へ
の
年
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

理
事
会
か
ら

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　
２
月
６
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

※�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
電
話
相
談
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

Ｊ
Ａ
本
店
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－
３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
県
中
央
会
と
Ｊ
Ａ
埼

玉
県
農
政
対
策
委
員
会
が
主
催
す

る
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
管
内

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

作
文
の
部

◎
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
賞

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
６
年

木
村　

航
誠

◎
優
秀
賞

　
加
須
市
立
北
川
辺
西
小
学
校
２
年

小
室　

勇
人

　

加
須
市
立
加
須
南
小
学
校
３
年

生
田　

涼
蘭

　

加
須
市
立
花
崎
北
小
学
校
５
年

榊
田　

莉
奈

図
画
の
部

◎
埼
玉
県
学
校
給
食
会
理
事
長
賞

　

加
須
市
立
花
崎
北
小
学
校
４
年

石
川　

颯
真

◎
優
秀
賞

　
加
須
市
立
大
利
根
東
小
学
校
４
年

齋
藤　

陽
和

　

行
田
市
立
見
沼
小
学
校
６
年

永
沼　

諒
大

☆
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

（
優
秀
賞
を
除
く
）
は
、「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
さ
い
た
ま
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

第
66
回
「
Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者

が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。
管
内
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

半
紙
の
部

◎
特
　
賞

　

行
田
市
立
忍
中
学
校
３
年

三
畑　

悠
陽

◎
金
　
賞

　

羽
生
市
立
羽
生
南
小
学
校
２
年

小
林　

虹
花

税
務
法
律
相
談

2
月
６
日
に
行
田
で
開
催

第
47
回「
ご
は
ん・お
米
と
わ
た
し
」

作
文・図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

　

羽
生
市
立
岩
瀬
小
学
校
４
年

加
藤　

さ
ら

◎
銀
　
賞

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
５
年

高
橋　

里
奈

　

加
須
市
立
昭
和
中
学
校
３
年

安
藤　
　

凛

◎
銅
　
賞

　

羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　

春
田　

真
寛

　

羽
生
市
立
手
子
林
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
井　

更
彩

　

行
田
市
立
西
中
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
　
　

山
﨑　

花
音

◎
佳
　
作

　

加
須
市
立
水
深
小
学
校
１
年

樫
本　

結
依

　

羽
生
市
立
羽
生
南
小
学
校
１
年

辻　
　

智
穂

　

行
田
市
立
西
小
学
校
３
年

堀
部　

ら
ら

　

行
田
市
立
下
忍
小
学
校
６
年

伊
藤　

希
歩

　

羽
生
市
立
岩
瀬
小
学
校
６
年

加
藤　

優
空

　

加
須
市
立
加
須
西
中
学
校
１
年

田
口
こ
こ
ろ

　

行
田
市
立
埼
玉
中
学
校
３
年

寺
山　

奈
那

条
幅
の
部

◎
特
　
賞

　
行
田
市
立
西
小
学
校
２
年

菊
地　

璃
夢

　

行
田
市
立
西
中
学
校
３
年

藤
井　

紗
姫

◎
銀
　
賞

　

行
田
市
立
西
小
学
校
１
年

徳
田　

帆
海

　

行
田
市
立
長
野
中
学
校
１
年

松
本　

心
音

　

行
田
市
立
西
中
学
校
１
年

井
草　

瑚
子

　

羽
生
市
立
西
中
学
校
３
年

矢
島　

里
桜

◎
銅
　
賞

　

行
田
市
立
忍
小
学
校
１
年

為
ケ
井
り
い
な

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
３
年

栗
城　

芽
空

　

行
田
市
立
北
小
学
校
４
年

松
本　

百
果

　

行
田
市
立
西
小
学
校
４
年

菊
地　

咲
夢

　

羽
生
市
立
西
中
学
校
２
年

木
部
日
良
地

◎
佳
　
作

　
羽
生
市
立
新
郷
第
一
小
学
校
２
年

大
澤　

知
紗

　

行
田
市
立
泉
小
学
校
５
年

池
端　

咲
奈

　

行
田
市
立
北
小
学
校
５
年

大
木　

優
太

　

羽
生
市
立
羽
生
北
小
学
校
６
年

岡
田　

莉
奈

　

羽
生
市
立
村
君
小
学
校
６
年

平
井　

結
稀

　

行
田
市
立
太
田
中
学
校
３
年

蓮
見　
　

優

Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
発
表

❺



お悩みご相談ください。

失敗しない・こだわりリフォームの第一歩は建物の現況を把握することです。

耐震性 断熱性 安全性 設備・仕様 間取り等

無料建物調査受付中‼
※地盤調査・アスベストの

サンプリング分析調査は

有料となります。

お問い合わせはお電話またはQRコードからお願いします。

TEL.048-563-3000

施主代行：全農さいたま 施設部 施設農住課 施工業者：住友不動産株式会社 新築そっくりさん事業本部

2023年２月11日㊏

バレンタイン　　　  交流会バレンタイン　　　  交流会婚活 参加者
募集！

■開催場所：いわふねフルーツパーク
　　　　　　ステラレガーレ
　　　　　　あしかがフラワーパーク
■募集人数：男性１０名（20歳から40歳まで）
　　　　　　※ほくさい管内男性限定
　　　　　　女性１０名（20歳から40歳まで）
■参加費用：男性　5,000円　女性3,000円
■申込期限：令和５年１月23日（月）
※お名前・住所・連絡先・年齢を明記しお申込みください。
※お申込み多数の場合は抽選とし、当選した方にご連絡差し上げます。

─ 日程 ─
●９：００
　ＪＡほくさい本店集合
●10：00
　いちご狩り
　（新品種：ロイヤルクイーン）
●12：00
　レストランパーティ
●16：00
　イルミネーション散策
　（あしかがフラワーパーク）
●19：00
　ＪＡほくさい到着・解散

募集！出会いの旅バスツアー

お申込み・お問合せ：ＪＡほくさい　担当　瀬田・渡辺
☎：048-563-3000　FAX：048-561-4530
e-mail：hokusai015@st-ja.or.jp
受付時間：平日8：30～17：00

【イベント主催】ＪＡほくさい
【企画協力】㈱農協観光、良縁ネット連盟
【協力相談】エクセル倶楽部

いわふねフルーツパーク
希少なロイヤルクイー
ンをたっぷり30分食
べ放題

ステラレガーレ
おしゃれなカジュアル
フレンチにて貸し切り
交流会

❻



百
歳
の
耳
に
霜
焼
け
で
き
て
を
り　
　
　
　

行　

田　

荒
井　

王
子

掌
に
の
せ
て
冬
蝶
空
へ
帰
し
け
り　
　
　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

初
夢
や
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
い
け
り　
　
　
　

〃　
　

泉
津
井　

清

銭
湯
の
富
士
に
手
合
わ
す
初
湯
か
な　
　
　

大
利
根　

野
口　

勇
一

名
乗
り
声
あ
げ
ら
れ
ぬ
ま
ま
初
句
会　
　
　

騎　

西　

持
塚　

悦
夫

初
日
記
末
尾
に
添
え
る
一
句
か
な　
　
　
　

羽　

生　

五
月
女
文
子

伐
採
の
声
無
き
傷
や
秋
時
雨　
　
　
　
　
　

川　

里　

木
暮　

浅
代

新
人
の
介
護
士
き
び
き
び
冬
温
し　
　
　
　

加　

須　

立
野
よ
り
子

夢
か
な
え
一
歩
踏
み
出
す
初
日
記　
　
　
　

行　

田　

木
村　

有
里

縁
側
は
至
福
の
場
所
や
日
向
ぼ
こ　
　
　
　

羽　

生　

木
本　

政
秋

世
に
古
り
て
卒
寿
占
う
初
鏡　
　
　
　
　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

一
枚
の
ハ
ガ
キ
の
夢
を
明
け
の
春　
　
　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

法
螺
の
音
と
風
の
共
鳴
今
朝
の
春　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

冬
の
薔
薇
精
一
杯
の
色
を
出
し　
　
　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
一
針
一
針
母
の
愛　
　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

柿
ひ
と
つ
夫
婦
で
た
べ
る
甘
さ
か
な　
　
　

羽　

生　

平
井　

昭
政

稲
を
刈
る
夫
の
背
に
陽
の
溢
れ
た
り　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

ふ
た
り
し
て
赤
い
月
見
る
天
体
シ
ョ
ー　
　

騎　

西　

根
岸　

栄
一

街
路
樹
を
真
っ
赤
に
染
め
る
花
水
木　
　
　

羽　

生　

出
井　

允
子

縁
起
飴
添
え
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が新設されまが新設されまが新設されま騎西中央支店内に騎西中央支店内に騎西中央支店内に騎西中央支店内に騎西中央支店内に

田ヶ谷支店、種足
支店、鴻茎支店が

統合し

新たな騎西中央支
店に生まれ変わります！

令和5年令和5年

1/30
騎西中央支店

月

統合後の新店舗

JAほくさい騎西中央支店
（金融機関コード - 店舗番号 ： ４828 - 041）

〒３47-0105埼玉県加須市騎西35-1

0480-73-1121
住 所

TEL

騎西総合公園
　●

●騎西
中央公園●

玉敷公園
●騎西中

騎西小
●

城山公園
●

騎西総合グラウンド●

備前堀川

38 38

38

151305151

151

122

プラザきさい前

騎西一丁目

プラザきさい（西）
プラザきさい入口

騎西中央支店

正能

令和

1

騎西中央支店

店

令和5年

騎西中央支店騎西中央支店

30
　労災保険は、労働者に業務
災害（病気・けが等）が起こっ
た場合に保険給付を行う制度
です。農作業中の事故に備えて、
農業者は下記３種類の労災保険
のいずれかに加入することがで
きます。

農業者のための
労災保険

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
、

お
申
し
込
み
は
、
各
支
店
窓
口
で
承
り
ま
す 中小事業主等

※雇用のある農業経営者の方に

特定農作業従事者
※加入要件があります

指定農業機械作業従事者
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◆確定申告には、ご自宅からスマホ・パソコンでご利用いただけるe-Tax・スマ
ホ申告が便利です。

　確定申告会場に出向かなくても、マイナンバーカードをお持ちの方はマイナンバーカード読
取対応のスマホ又はICカードリーダライタを利用して、e-Taxで申告書を提出できます。マイ
ナンバーカードをお持ちでない方は、お早めの取得をお願いします。

《動画で見る確定申告》　　　　《確定申告書等作成コーナー》　　　　《マイナポータル連携》

◆所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします。
　会　場　　行田税務署　１階事務室
　期　間　　令和５年１月23日（月）から３月15日（水）まで
　　　　　　土、日及び祝日を除きます。
　�　　　　　ただし、２月19日と２月26日の日曜日は、熊谷税務署（熊谷市仲町41番地）　
　　　　　で申告相談を行います。この２日間は行田税務署での業務は行っておりません。

　時　間　　相談受付：午前８時30分から午後４時まで
　　　　　　相談開始：午前９時から
　�　　　確定申告会場の入場には、当日配付又は　国税庁LINE公式アカウント
　　　　から事前に取得した入場整理券が必要です。
※スマホをお持ちの方は、確定申告会場において、基本的にスマホを利用して申告書を作成していた

だきます。
※確定申告会場に来場される際は、マスクを着用していただき、少人数でお越しください。
※入場の際に検温を実施しています。咳・発熱等の症状のある方は入場をお断りさせていただきます。
※午後４時前であっても、相談受付を終了する場合があります。
★鴻巣市にお住まいの方は上尾税務署の管轄になります。上尾税務署の確定申告会場の開設期間や閉

庁日対応については、国税庁ホームページなどでご確認ください。

　　　　　 行田税務署　☎048-556-2121
　　　　　 上尾税務署　☎048-770-1800（鴻巣市にお住まいの方）

所得税及び復興特別所得税並びに贈与税の確定申告と納税は、
令和５年３月15日（水）までです。

個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告と納税は、
令和５年３月31日（金）までです。

お問合せ

令和４年分確定申告から青色申告決算書及び収支内訳書が
スマホで作成可能に！
確定申告などに関するお問い合わせは、
国税庁ホームページ「タックスアンサー」
「チャットボット（ふたば）」をご利用ください。 《チャットボット（ふたば）》税務職員ふたば

❽



当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９頁〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

　10月27日に加須市のほ場で、株式会社とりうみファーム（鳥
海充代表）が栽培する埼玉県奨励品種の大豆「里のほほえみ」
の第２期ほ場審査が行われました。
　同社は埼玉県の要請で、今年から種子大豆の生産に取り組ん
でいます。
　埼玉県農業技術研究センターと加須農林振興センター立ち合
いのもと、審査員が異形種・雑草・種子伝染病等のポイントを
チェックしました。

　全て適正との審査結果を受け同社の鳥海代表は、「種子大豆の生産拡大に貢献したい」と話していました。

　ＪＡは11月11日に川里農業青年会議所から本店と川里中央支
店に花の寄せ植えをいただきました。
　植えられた花は、ハボタン、ナデシコ、ジュリアン、パンジー、
ブルーデイジー、金魚草、ネメシア、クローバーの８種類です。
　大塚芳貴会長が「冬に強い花を選び寄せ植えにしました。ＪＡ
を訪れる方にご覧いただければ嬉しいです」と大塚宏組合長に手
渡しました。

　11月17日に行田市南河原公民館で、ＪＡ南河原女性部（齋
藤智子部長）がキムチ作りを行いました。参加した部員は16人。
　昨年に引き続き、騎西中央女性部の梓沢幸子部長を講師に迎
え梓沢部長の指導で、部員たちは手際よく13㌔16人分のキム
チのタレを作り終えました。
　同日、健康で風土に合った食生活研修も行い、「蒸しパンミ
ックスで作るオムレツケーキ」と「レンジで焼き豚」を作り、
試食しました。
　齋藤部長は、「焼き豚がレンジで簡単に作れたので、お家で
も作ってみたい」と笑顔で話していました。

　ＪＡは、生産資材等価格高騰に伴い農家に助成金を交付する市に対し、御礼に伺いました。
　11月８日に羽生市の河田晃明市長へ11月10日に鴻巣市の並木正年市長のもとへ訪れ、大塚宏組合長が謝辞を
述べたあと、各市長と農政について懇談しました。

種子大豆「里のほほえみ」ほ場審査

ＪＡに寄せ植えをいただきました

南河原女性部がキムチのタレ作りと料理教室を開催

ＪＡが各市長に御礼

鳥海さん㊨と大豆のほ場審査を行う審査員ら

左から同会相原直斗さん、大塚組合長、大塚会長

左から丸木仁地域担当理事、河田市長、大塚組合長 並木市長㊧と大塚組合長

料理を教えるＪＡ瀬田職員と部員の皆さん
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　株式会社山中農産（山中哲大代表）は11月11日に加須市のほ場で、
大豆の品種「納豆小粒」の収穫作業を行いました。
　同社は県内の学校給食用に納豆用大豆を試験栽培して２年目になりま
す。汎用コンバインで50㌃を一気に刈り取りました。
　作付け指導を行ったＪＡ全農さいたま上野敏昭技術参与は、「ほ場の
管理も行き届き、昨年より収量も多い。粒も揃っていて品質もよい」と
評価しました。

　同社の山中代表は、「土壌改良や排水溝の設置、雑草防除など丹誠込めて大豆を栽培し手応えを感じた。来年
度は、倍の作付けを目指したい」と意気込みを語りました。
　10㌃当たりの収穫量は約150㌔でした。

　11月27日に東京都豊島区武蔵野調理学校で
行われた「ご当地！絶品うまいもん甲子園」に、
花咲徳栄高校の食育実践科３年の生徒３人で結
成した「うまいもんガールズ」が出場し、準優
勝に輝きました。
　出品料理の「こめっけ」は、コロナ禍で落ち
込んだ米の消費拡大を目的に考案されました。

「彩のかがやき」をベースに県内産の食材を使
用したライスボールをコロッケにし、３種類のソースでいただきます。

　ＪＡ吉田岳雄常務が、11月22日に同高を訪れ、彩のかがやきと彩のかがやき米粉パウダーを贈呈し激励しま
した。
　ＪＡは、８月の関東甲信越選抜大会から応援を続け、今までに彩のかがやき等お米を45㌔と彩のかがやき米
粉パウダー９袋（300ｇ／１袋）を寄贈しました。

　11月17日、18日に横浜市新横浜プリンスホテルで行われた「ＴＡＣパワーアップ大会2022」で、ＪＡ行田
中央支店の井ノ山俊輔係長が、優れたＴＡＣ活動に取り組むＪＡ職員をたたえる「ＴＡＣ部門」で優良賞に輝き
ました。
　井ノ山係長は、遊休農地を利用して里芋を栽培
することで、地域農業を支える担い手農家を支援
する取り組みが評価されました。
　「受賞は担い手農家の皆様のおかげ。今後も皆
様と農業を盛り上げていきたい」と喜びを語りま
した。井ノ山係長は２月に全農主催の海外研修に
参加し、更なる飛躍を目指します。

　ＪＡ女性部西・志多見支部（秋山淳子部長）は11月11日に不動岡コミュニティ
センターで米粉料理教室を開きました。
　この講習会は同部が米の消費拡大を目的に毎年行う恒例行事。部員14名が参加
しました。「彩のかがやき米粉パウダー」を活用して調理したシチューと肉まん、
白玉あんみつにそれぞれの畑で採れた野菜を使ったサラダを合わせました。
　この日の１番人気はシチュー。さらっとした口当たりがとても好評で「寒くなる
これからの季節にぴったり。ぜひ家族にもふるまいたい」と部員は話していました。

左から田中一夫校長、うまいもんガールズ、吉田常務

白玉あんみつを仕上げる秋山部長㊧と女性部員

全国から選ばれた6名と、表彰状を手にする井ノ山係長（左から２番目）発表の様子

大豆「納豆小粒」収穫

うまいもんガールズが彩のかがやきを使った「こめっけ」で準優勝！

行田中央支店井ノ山係長が全国大会で優良賞受賞

西・志多見女性部で米粉料理教室

こめっけと
３種のソース

大豆「納豆小粒」を収穫する汎用コンバイン
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　コロナ禍で中止されていた農業まつりなどのイベントが、３年振りに各地で行われました。
　ご来場ありがとうございました。

　埼玉果実連合会主催の彩玉なし共進会（第８回）で加須市騎西梨撰果所利用組合の小川達男さんが県知事賞を、
栗原敏男さんが埼玉県議会議長賞を、古澤昭さんが加須農林振興センター長賞を受賞しました。
　この共進会は、県のブランド梨「彩玉」の栽培面積の維持拡大や生産技術の向上などを目的に行われています。

　審査は８月中に行われ、
集まった42点の中から、
糖度や重量、形状などで順
位が決まります。
　表彰式は、11月18日に
埼玉県種苗センターで行わ
れ、入賞者に表彰状が手渡
されました。
　おめでとうございます。

　加須市園芸用廃プラ収集対策協議会（儘田兼一会長）は、
使用済み育苗箱のリサイクル代金を（社）加須市社会福祉協
議会（大橋良一会長）に寄付しました。
　11月16日に同協議会で贈呈式を行い、ＪＡ加須中央支店
野口智章支店長が見守るなか、儘田会長が大橋会長に寄付金
26,252円を手渡しました。
　儘田会長は「廃棄されるはずの育苗箱がリサイクルされ、
さらに地域の福祉に役立てていただけるのはうれしいこと」
と笑顔で話しています。

小川さん 栗原さん 古澤さん

焼き芋いかがですか～！

11月13日
第10回加須市
童謡のふる里
おおとね市民まつり

１０月30日
北川辺ふるさと
秋まつり・産業祭

11月13日
第33回羽生市
農業まつり

11月６日
加須市銀杏祭

大人気！女性部の加工品販売

立派な野菜が並ぶ品評会 野菜の詰め放題は大盛況！

左から野口支店長、儘田会長、大橋会長

各地区で農業まつり開催

小川達男さんが県知事賞受賞
騎西から３名が入賞　～彩玉なし共進会～

廃プラリサイクルで地域貢献

大利根

羽生

北川辺

騎西
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免
税
事
業
者
は
イ
ン

ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
課
税
事
業
者
に

な
る
か
、
免
税
事
業
者
の
ま
ま
事
業

を
続
け
る
か
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

課
税
事
業
者
を
選
択
す
る
と

　

課
税
事
業
者
を
選
択
し
て
イ
ン
ボ

イ
ス
の
発
行
事
業
者
に
な
る
と
、
自

由
な
取
引
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
発

展
性
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
消
費
税

を
申
告
し
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
納
付
す
べ
き
税
額
は
、
売
上

で
預
っ
た
消
費
税
額
か
ら
仕
入
で
支

払
っ
た
消
費
税
額
を
控
除
し
た
残
額

で
す
。

課
税
事
業
者
の
損
得

　

仕
入
税
額
の
控
除
は
実
額
控
除

（
本
則
課
税
）
か
、
み
な
し
仕
入
れ

率
（
簡
易
課
税
を
選
択
し
届
出
た
場

合
）
の
有
利
不
利
を
判
断
し
て
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
税
事
業

者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た
め

に
課
税
事
業
者
を
選
択
し
て
も
、
益

税
と
し
て
い
た
部
分
が
納
税
に
な
る

だ
け
で
新
た
な
負
担
に
は
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発

行
事
業
者
に
な
っ
て
簡
易
課
税
制
度

を
選
択
す
る
と
、
実
際
の
仕
入
額
と

み
な
し
仕
入
れ
率
に
よ
る
仕
入
額
と

の
差
額
に
よ
り
益
税
が
生
ず
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

課
税
事
業
者
に
な
る
か
ど
う
か

　

し
か
し
な
が
ら
、
庭
先
や
直
売
所

等
で
の
販
売
に
お
い
て
①
課
税
事
業

者
と
の
取
引
は
10
件
の
う
ち
３
件
と

し
て
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
必
要
と
す

る
本
則
課
税
の
事
業
者
は
１
件
あ
る

か
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

免
税
事
業
者
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

ど
う
対
応
す
べ
き
か

②
令
和
11
年
９
月
ま
で
の
６
年
間
は

免
税
事
業
者
と
の
取
引
に
つ
い
て
、

イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
く
て
も
仕
入
控
除

を
認
め
る
と
す
る
特
例
（
最
初
の
３

年
間
は
80
％
、
次
の
３
年
間
は
50
％

ま
で
）
が
あ
る
の
で
、
免
税
事
業
者

と
取
引
す
る
課
税
事
業
者
の
損
得
は

限
定
的
で
あ
る
こ
と
。
③
農
協
へ
の

無
条
件
の
委
託
販
売
か
つ
共
同
計

算
、
農
産
物
の
卸
売
市
場
へ
出
荷
す

る
場
合
は
農
協
や
市
場
が
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
す
る
こ
と
。
④
直
売
所
へ

の
出
荷
に
つ
い
て
も
、
出
荷
者
で
あ

る
農
家
を
構
成
員
と
す
る
農
事
組
合

法
人
に
よ
る
共
同
計
算
が
可
能
で
あ

る
こ
と
。
⑤
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
合

わ
せ
て
農
産
物
の
流
通
に
は
、
そ
の

性
格
を
考
慮
し
た
様
々
な
特
例
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
免
税
事
業
者

は
こ
れ
ら
の
取
引
の
傾
向
や
課
税
事

業
者
の
動
向
を
見
極
め
て
か
ら
決
断

す
る
の
も
一
法
と
考
え
ま
す
。

免
税
事
業
者
の
価
格
戦
略

　

免
税
事
業
者
が
設
定
す
る
価
格
は

税
込
み
で
す
か
ら
、
定
価
の
中
に
は

消
費
税
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
仕
入
の
際
に
消
費
税
を
負
担
し

て
い
ま
す
か
ら
、
消
費
税
を
も
ら
え

な
く
て
も
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
価

格
を
設
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
売
値
は
採
算
価
格
と
し
て

自
ら
設
定
す
る
こ
と
で
す
。
庭
先
価

格
と
し
て
の
生
産
原
価
に
販
売
費
用

と
利
益
を
見
込
ん
だ
消
費
税
込
み
の

価
格
を
貫
く
こ
と
で
す
。

不
動
産
の
貸
付
原
価
を
知
る

　

土
地
建
物
の
賃
貸
借
契
約
の
う
ち

商
業
施
設
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
借
手
か
ら
イ
ン
ボ

イ
ス
の
事
業
者
登
録
を
促
す
文
書
が

届
い
て
い
ま
す
。
賃
料
が
大
き
い
だ

け
に
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
は

借
手
の
消
費
税
負
担
に
な
る
と
し
て

早
め
の
決
断
を
求
め
て
い
る
も
の
で

す
。
貸
手
が
免
税
事
業
者
を
決
め
込

む
と
賃
料
の
総
額
か
ら
消
費
税
額
の

値
引（
10
％
）を
求
め
て
く
る
で
し
ょ

う
。
仕
入
に
係
る
消
費
税
３
％
（
想

定
仕
入
率
30
％
×
標
準
税
率
10
％
）

を
加
え
た
13
％
が
減
収
に
な
る
勘
定

で
す
。
契
約
の
更
新
や
新
規
契
約
に

備
え
て
、
貸
付
原
価
を
し
っ
か
り
押

さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
貸

付
原
価
は
不
動
産
の
保
有
コ
ス
ト

に
、
お
よ
そ
27
年
毎
に
発
生
す
る
相

続
税
額
の
年
換
算
額
を
加
え
た
も
の

で
、
不
動
産
の
価
額
の
６
％
相
当
額

に
な
り
ま
す
。
適
正
な
利
益
を
見
込

ん
だ
８
％
相
当
の
賃
料
を
確
保
し
た

い
も
の
で
す
。
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法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
相
続
す
る
土
地
の
国
庫
帰
属
は
可
能
？

― 
承
認
受
け
土
地
管
理
費
10
年
分
納
め
る

①
離
婚
時
の
財
産
分
与 

注
意
す
べ
き
点
は
？

― 

住
宅
ロ
ー
ン
へ
の
影
響 

銀
行
に
相
談
を

私
A
は
、
夫
B
と
離
婚
す
る

予
定
で
す
。
結
婚
後
に
取
得
し

た
財
産
は
、
全
て
B
名
義
の
預

貯
金
と
ロ
ー
ン
で
買
っ
た
自
宅

の
土
地
建
物
で
す
。
自
宅
土
地

建
物
の
価
値
は
2
0
0
0
万
円

程
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
残
債
務

額
は
5
0
0
万
円
で
す
。
B
と

の
話
し
合
い
で
、
①
B
は
預
貯

金
を
取
得
し
て
自
宅
か
ら
出
て

行
く
こ
と
②
A
は
自
宅
を
取
得

し
て
今
後
も
居
住
す
る
こ
と
③

住
宅
ロ
ー
ン
は
B
が
今
後
も
返

済
し
て
A
に
迷
惑
を
か
け
な
い

こ
と
―
―
を
合
意
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け

る
べ
き
で
す
か
。
A
が
自
宅
を

取
得
す
る
と
、
A
に
贈
与
税
が

か
か
り
ま
す
か
。

田
舎
に
高
齢
の
父
が
い
ま

す
。
私
は
一
人
っ
子
な
の
で
い

ず
れ
田
舎
の
土
地
を
相
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

私
は
仕
事
の
関
係
で
遠
方
に
住

ん
で
お
り
と
て
も
田
舎
の
土
地

を
維
持
管
理
で
き
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
宅
地
は
と
も

か
く
、
山
林
や
原
野
は
売
り
に

出
し
て
も
買
い
手
が
つ
く
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
こ
の
あ
い
だ
、

ニ
ュ
ー
ス
で
土
地
を
手
放
し
て

国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
制
度
が
で

き
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

民
法
２
３
９
条
２
項
は
、
所
有

者
の
な
い
不
動
産
は
国
庫
に
帰
属

す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。し
か
し
、

土
地
所
有
権
を
手
放
す
具
体
的
な

方
法
に
つ
い
て
は
決
ま
り
が
な
い

状
態
で
し
た
。
今
後
、
土
地
の
利

用
ニ
ー
ズ
が
減
り
所
有
者
の
関
心

も
低
く
な
る
と
、
管
理
が
お
ろ
そ

か
に
な
り
所
有
者
不
明
と
な
る
土

地
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
，
2
0
2
1
（
令
和
３
）

年
に
、「
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た

土
地
所
有
権
の
国
庫
へ
の
帰
属
に

関
す
る
法
律
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
相
続
・
遺
贈
に

よ
り
土
地
所
有
権
を
取
得
し
た
相

続
人
が
、
国
に
対
し
、
土
地
所
有

権
を
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
の

承
認
を
申
請
す
る
と
い
う
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
を
国
庫
に
帰
属

さ
せ
る
と
、
国
が
管
理
コ
ス
ト
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

土
地
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
る
と

な
れ
ば
所
有
者
が
管
理
を
こ
と
さ

ら
お
ろ
そ
か
に
し
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
承
認
を
受
け
た
所
有

者
は
、
10
年
分
の
土
地
管
理
費
相

当
額
の
負
担
金
を
納
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の

存
す
る
土
地
、
担
保
権
の
つ
い
た

土
地
、
管
理
に
過
分
の
費
用
を
要

す
る
土
地
な
ど
は
承
認
の
対
象
外

で
す
。
建
物
の
存
在
な
ど
を
知
り

な
が
ら
告
げ
ず
に
承
認
を
受
け
た

者
は
国
に
対
し
損
害
賠
償
責
任
を

負
い
ま
す
。
な
お
、
施
行
日
は

2
0
2
3
（
令
和
５
）
年
４
月
27

日
で
す
。

①

②

①

②

婚
姻
後
に
形
成
さ
れ
た
夫
婦
の

財
産
は
、
夫
（
ま
た
は
妻
）
が
相

続
や
贈
与
で
取
得
し
た
特
有
財
産

で
な
け
れ
ば
、
財
産
の
名
義
に
関

わ
ら
ず
原
則
と
し
て
共
有
財
産
に

な
り
ま
す
。
離
婚
を
し
た
者
の
一

方
は
、
相
手
方
に
対
し
て
財
産
の

分
与
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
民
法
7
6
8
条
）。

本
件
で
は
，
住
宅
ロ
ー
ン
が
注

意
点
で
す
。
特
約
に
よ
り
，
借
り

た
銀
行
に
無
断
で
担
保
物
件
の
名

義
を
変
更
す
る
と
期
限
の
利
益
を

失
い
、
一
括
返
済
を
求
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
A
は
担
保
物
件

で
あ
る
自
宅
の
名
義
変
更
で
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
に
影
響
が
な
い

か
、
残
債
務
額
や
今
ま
で
の
延
滞

の
有
無
、
今
後
の
返
済
方
法
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
銀
行
に
相
談
す
る

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
A
に
迷

惑
を
か
け
な
い
と
B
が
約
束
し
て

も
、
B
が
延
滞
す
る
と
、
銀
行
は

担
保
権
を
実
行
し
、
自
宅
は
競
売

さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
A
が
自
宅
を
確
保
で
き
る
か

否
か
は
、
B
の
支
払
い
次
第
と
な

り
ま
す
。

離
婚
に
よ
る
財
産
分
与
は
、

元
々
共
有
だ
っ
た
財
産
の
名
義
を

分
け
る
も
の
で
あ
り
、
贈
与
で
は

な
い
の
で
、
原
則
と
し
て
贈
与
税

は
生
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
分
与

さ
れ
た
財
産
の
額
が
、
離
婚
に
伴

う
夫
婦
共
有
財
産
の
解
消
に
し
て

は
多
過
ぎ
る
場
合
や
、
そ
も
そ
も

贈
与
税
を
免
れ
る
た
め
に
離
婚
を

仮
装
し
た
場
合
な
ど
は
、
贈
与
税

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
麦
類
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て

　

今
年
の
麦
の
は
種
期
に
は
、
数

日
お
き
に
降
雨
が
あ
っ
た
た
め
、

は
種
作
業
は
や
や
遅
れ
ぎ
み
に
推

移
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
今
後
の
管
理
に
つ
い
て

抑
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
適
切
な
管
理
を
行

い
、
高
品
質
な
麦
の
生
産
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

一
　
排
水
対
策
　

　

近
年
、
冬
期
で
も
大
雨
の
発
生

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
場
外

周
部
の
明
渠
が
外
部
の
排
水
口
と

連
結
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

二
　
麦
踏
み

　

麦
踏
み
に
は
多
く
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。

①
耐
寒
性
の
向
上

　

寒
さ
に
強
い
短
く
丈
夫
な
新
葉

の
展
開
を
促
進
し
ま
す
。

②
耐
乾
性
の
向
上

　

発
根
を
促
す
た
め
、
乾
燥
に
強

く
な
り
、
霜
柱
に
よ
る
浮
き
上
が

り
も
防
止
し
ま
す
。

③
分
げ
つ
の
促
進

　

主
茎
の
生
育
を
抑
制
す
る
た
め
、

分
げ
つ
の
発
生
を
促
し
ま
す
。

④
早
期
出
穂
の
防
止

　

出
穂
時
期
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

あ
り
、
早
期
出
穂
時
の
低
温
に
よ

る
不
稔
粒
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

麦
踏
み
は
年
内
か
ら
初
春
に
か

け
て
２
～
３
回
行
う
と
効
果
的
で

す
。

　

た
だ
し
、
ほ
場
が
湿
っ
て
い
る

場
合
や
乾
燥
し
す
ぎ
て
い
る
場
合

は
、
土
壌
状
態
の
悪
化
や
植
物
体

の
水
分
不
足
を
引
き
起
こ
す
た
め
、

行
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
　
追
肥

　

追
肥
は
天
候
や
生
育
状
況
に
応

じ
て
加
減
し
ま
す
。
基
肥
一
発
型

肥
料
を
施
用
し
た
ほ
場
で
も
、
高

温
多
雨
条
件
で
は
、
肥
料
分
が
流

亡
し
、
追
肥
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

追
肥
の
時
期
は
、
小
麦
で
は
茎

立
期
、
大
麦
で
は
茎
立
前
を
基
本

と
し
ま
す
。

　

二
条
大
麦
の
適
正
な
タ
ン
パ
ク

質
含
量
は
10
～
11
％
で
す
。
前
年

の
品
質
分
析
結
果
か
ら
適
正
な
タ

ン
パ
ク
含
量
に
な
る
よ
う
に
、
追

肥
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
低
タ

ン
パ
ク
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は

必
ず
追
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

四
　
収
穫

　

収
穫
の
適
期
は
気
温
や
天
候
、

品
種
に
よ
り
多
少
変
動
し
ま
す
が
、

小
麦
の
場
合
、
穂
が
わ
ん
曲
し
始

め
た
頃
、
ビ
ー
ル
麦
・
六
条
大
麦

の
場
合
は
穂
の
３
～
４
割
が
傾
い

た
頃
が
目
安
で
す
。
早
期
に
収
穫

し
て
し
ま
う
と
子
実
が
青
い
未
熟

粒
が
多
く
な
り
、
品
質
が
下
が
り

ま
す
。

　

収
穫
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
脱
粒

し
や
す
く
な
る
ほ
か
、
降
雨
に
よ

る
変
色
や
穂
発
芽
の
発
生
が
多
く

な
り
ま
す
。

五
　
雑
草
管
理

　

下
記
の
表
を
参
考
に
、
麦
や
雑

草
の
葉
齢
に
注
意
し
、
除
草
剤
の

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
毎
年
同

じ
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

雑
草
が
抵
抗
性
を
獲
得
し
効
果
が

低
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
除

草
剤
の
R
A
C
コ
ー
ド
を
確
認
し
、

有
効
成
分
の
異
な
る
剤
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
一
部
の
ほ
場
に
除
草
剤

が
効
か
な
く
な
っ
た
ス
ズ
メ
ノ

テ
ッ
ポ
ウ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
発
生
ほ
場
で

は
、
比
較
的
効
果
の
高
い
除
草
剤

で
あ
る
、
リ
ベ
レ
ー
タ
ー
フ
ロ
ア

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

明渠の様子

麦類の生育期処理剤（令和４年11月22日現在）

農薬通称 適用雑草名 使用時期 希釈倍数・使用量
（散布液量等） 使用方法 本剤の

使用回数 HRAC

リベレーター
フロアブル 一年生雑草

は種後～麦３葉
期（雑草発生前～イ
ネ科雑草１葉期まで）

60～80㎖/10ａ
（100ℓ/10ａ）

雑草茎葉散
布又は全面
土壌散布

１回 Ｈ:12
Ｈ:15

エコパート
フロアブル 一年生広葉雑草

麦類節間伸長開
始期まで（広葉雑
草２～４葉期、※１ヤエ
ムグラ２～６節期）（但
し、収穫45日前まで）

50～100㎖/10ａ
（100ℓ/10ａ）

雑草茎葉散
布又は全面
散布

２回以内 Ｈ:14

アクチノール
Ｂ乳剤 一年生広葉雑草 穂ばらみ期まで

（雑草生育初期）
100～200㎖/10ａ

（70～100ℓ/10ａ）
雑草茎葉散
布又は全面
散布

２回以内 Ｈ:6

ボクサー�※２ 一年生雑草
秋播栽培の麦２
～４葉期（雑草発
生前～発生始期）

400～500㎖/10ａ
（70～100ℓ/10ａ）

雑草茎葉散
布又は全面
土壌散布

２回以内 Ｈ:15

トレファノ
サイド乳剤

一年生雑草（ツユ
クサ科、カヤツリ
グ サ 科、 キ ク 科、
アブラナ科を除く）

生育 期（雑草発
生前）（但し、収
穫45日前まで）

200～300㎖/10ａ
（100ℓ/10ａ）

全面土壌
散布 ２回以内 Ｈ:3

トレファノ
サイド粒剤
2.5

一年生雑草（ツユ
クサ科、カヤツリ
グ サ 科、 キ ク 科、
アブラナ科を除く）

生育期雑草発生
前（ 但 し、 収 穫
45日前まで）

４～５㎏/10ａ 全面土壌
散布 ２回以内 Ｈ:3

バサグラン液剤
（ナトリウム塩）

一年生雑草
（イネ科を除く）

生育期（※３但し、
収穫90日前まで）

100～200㎖/10ａ
（70～100ℓ/10ａ）

雑草茎葉散
布又は全面
散布

１回 Ｈ:6

※１ ヤエムグラは小麦のみ登録あり ※２ 小麦のみ適用あり ※３ 小麦は収穫45日前まで
〇農薬使用の際は、ラベル表示（使用基準）を確認してから使用しましょう。　〇農薬の飛散防止に努めましょう。
〇令和４年11月22日現在の登録内容で作成しています。　〇農薬の使用記録簿をつけるよう努めましょう。

ブ
ル
ま
た
は
ボ
ク
サ
ー
を
選
ぶ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
加
須
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

℡
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

⓮



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
正
月
に
飲
む
薬
酒
。
お
︱
︱
気
分

が
な
か
な
か
抜
け
な
い

❷
髪
の
毛
の
渦
巻
き

❸
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
あ
る
都
市

❺
練
り
物
や
ダ
イ
コ
ン
を
煮
込
ん
で

作
り
ま
す

❻
自
分
よ
り
後
に
生
ま
れ
た
人
は
み

ん
な
こ
れ

❽
食
事
の
管
理
や
指
導
を
行
い
ま
す

⓫
昨
年
は
ナ
ス
の
︱
︱
が
と
て
も
良

か
っ
た

⓬
太
鼓
や
木
琴
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

な
ど
の
こ
と

⓭
毛
筆
で
し
た
た
め
る
こ
と
も

⓯
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
は
国
公
立

大
学
だ
け
で
は
な
く
︱
︱
大
学
も
利

用
し
て
い
ま
す

⓰
計
画
の
こ
と
。
お
得
な
宿
泊
︱
︱

⓳
京
都
・
三
十
三
間
堂
の
通
し
矢
で

︿
応
募
の
方
法
﹀

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地

区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お
住

ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
５
年
１
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

︿
12
月
号
の
答
﹀

　

ユ
キ
ア
ソ
ビ

新
成
人
が
引
き
ま
す

⓴
︱
︱
︱
、
二
タ
カ
、
三
ナ
ス
ビ

タ
テ
の
カ
ギ

❶
初
詣
で
、
受
験
を
控
え
る
子
の
難

関
︱
︱
を
祈
願
し
た

❹
２
つ
で
１
組
の
︱
︱
茶
わ
ん

❼
客
の
た
め
に
ワ
イ
ン
を
選
び
ま
す

❾
師
匠
の
下
で
学
び
ま
す

❿
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
ま
す

⓭
︱
︱
・
中
期
・
末
期

⓮
年
賀
状
に
よ
く
書
か
れ
る
２
文
字

の
熟
語

⓱
湖
に
張
っ
た
氷
に
穴
を
開
け
て
楽

し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

⓲
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
で
使
う
寝
袋

㉑
コ
ン
コ
ン
と
鳴
く
動
物

㉒
警
察
は
原
則
と
し
て
︱
︱
不
介
入

で
す

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
て
か
ら
３
年
が
経
ち
ま

し
た
。

　

始
め
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
世
界
的
に
う
た
わ
れ
、
極
力
外
出
を
し

な
い
生
活
で
し
た
が
、
今
で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
な
り
社
会
活
動
も

あ
る
程
度
回
復
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
も
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
で
す
ね
。

　

私
の
今
年
の
目
標
と
し
て
、
変
化
の
激
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
う
さ
ぎ
の
よ
う
に

飛
躍
す
る
１
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
 

Ｙ
・
Ｓ

編
集
後
記

☆
11
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。
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☆
荻
野
　
英
樹
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
山
本
　
光
一
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
関
根
　
栄
子
さ
ま
（
川
　
里
）

☆
樋
口
冨
美
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
久
保
　
勝
正
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
秋
山
ノ
リ
子
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
山
中
　
豊
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
稲
澤
　
　
守
さ
ま
（
大
利
根
）

⓯
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ＪＡほくさい
ホームページ

ＪＡ特選グルメ直行便頒布会からの

お得 なご案内！
人気の北海道・九州グルメを
 偶数月（年６回）お届けする頒布会
・職人こだわりの品やオリジナル商品が満載！
・旬のとれたてウニや活きた車海老！

お申込み
受付中‼

おうちで物産品を楽しみま
せんか？
贈り物にも最適です‼

全国の旬のおいしさを
毎月おとどけします。
　皆様に存分に満足していた
だける旬の品々をご用意いた
しました。
　旬の味覚が満喫できる月別
商品や贈り物に適した歳時商品、年間を通じて
味わえる通年商品までご希望にあわせてお選び
いただけます。

お申込み
受付中‼

お問合せお申し込みはＪＡほくさい最寄りの支店までお願い致します。

2023

旬鮮倶楽部
ＪＡのグルメ直行便　北の旬・南の旬

2023

グルメ直行便
ＪＡのこだわりセレクション




